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プライバシーの確保を
日本共産党 今 野 英 子
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問避難所では障がい者や女性に配慮した運営が求められ
ている。避難所でのプライバシーを確保することが重要
と考えるが市の対策を伺う。
答危機管理監　市では、世帯単位での設置を想定したワ
ンタッチパーティションや、更衣室や授乳室などのスペ
ースを確保するためのパーティションを各避難所に備蓄
している。
　この他地域防災計画では、要配慮者などの専用スペー
スの確保や男女別更衣室、女性専用の物干し場および授
乳室等を避難所開設当初から設置するよう努めることと
している。
質問災害から命を守る取組を　質問教職員の多忙化解消

多様な視点を生かす行政へ
日本共産党 池 浜 あ け み
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問庁内で女性職員不在の課等は防災危機管理室など６カ
所。行政運営に多様な視点を生かすための研修や環境整
備が必要。女性や障がい者等の職員を配置する効果は。
答総務部長　市のさまざまな施策について、それに携わ
る所属に女性職員や障害者である職員が配置されること
により、それぞれの視点が企画・立案の段階から組み込
まれ、より多角的に検討でき
ることで、市民の視点に立っ
た施策の効果を一層高め、行
政サービスの向上を図れるも
のと考える。
質問多様な視点生かした行政　質問高等教育学費の支援

水道事業の現状と課題
れいわ新選組 小 林　 透
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問災害に強い安全安心の水道事業を継続するため、今後
どのように取り組むのか方針を伺う。
答上下水道局長　大規模災害が発生した場合においても
水道事業は生活に必要な水を届け続けることが求められ
る。このためには、水道施設の計画的な耐震化を促進す
るとともに、業務継続計画を踏まえた体制の整備や災害
を想定した防災訓練を実施す
るなど、万が一の災害時にお
いて市民生活への影響が最小
限となるよう引き続き取り組
んでいく。
質問水道事業の現状と課題

子どもの居場所の充実を
日本共産党 川 口 知 子
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問子ども食堂やフードパントリー、学習支援教室など
「子どもの居場所」が市内32カ所に広がっているが、取
り組みが少ない地域への拡大について市の考えを伺う。
答こども未来部長　子どもの居場所づくり事業への取り
組みが少ない地域への拡大については、子どもの身近な
場所にある公共施設の活用に向けて、関係部局と検討を
進めていく。また、居場所
づくりの実施に当たっては、
多様な在り方とともに、人
員の確保について検討して
いく。
質問食品残さのリサイクル　　質問子どもの居場所づくり

ＤＸの下での教育と学び
日本共産党 柿 田 有 一
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問個別最適な学びを実現していくため、市の教育におけ
るＩＣＴ活用で留意すべきことをどう認識しているか。
答学校教育部長　中央教育審議会答申では、ＩＣＴを活
用すること自体を目的化せず、あるべき学校教育を実現
するための道具として有効に活用するべきとしており、
本市においても、このことに留意して活用を進めている。
　また、答申では、ＩＣＴの活用に関する基本的な考え
方を示しており、本市でもこれらに留意し、ＩＣＴ活用
を含めた川越授業スタンダードの推進、研修の実施、ネ
ットワーク機器の更新等の検討を進めていく。

質問ＤＸによる変化と可能性　質問少子化を考える

問本市の要介護認定者数は、2040年に４千人の増加が見
込まれる中、介護職不足や施設の老朽化が大きな課題と
考えるが、介護サービス維持への市長の考えを伺う。
答市長　今後、さらなる高齢化の進展に伴い、要介護認
定者数の増加と現役世代の減少による人材不足が懸念さ
れるところである。こうした中、今後も介護サービスを
維持させていくためには、介護サービス量の需要と供給
のバランスを確保することが重要であると考える。第９
期計画には、地域包括ケアシステムの推進や介護人材の
確保に関する取り組みを掲げており、計画に基づき進め
ていく。
質問川越市の介護

介護サービス維持のために
川越志政会 吉 敷 賢 一 郎
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